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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆求@Bastien：j’ai　une　r6p6tition，　demain， et　je ne sais　pas　quand　elle　finira．
Louise：Je　t’3ttendrai．　Jusqu’a　minuit，　meme　plus　tard．
Bastien：Oh，　ga　f㎞ira　avant！
（Lθs”〃ゴ1蛉鹿〃zρ彪づ〃ε伽π¢P．55）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ＼
4
現代フランス語における代名詞の指示機能
（III）最後に，　Gaは問題なく使用できるが，　ILはかなり不自然な場合を観察する。ここでは対象
が何らかのカテゴリーに所属しているかしていないか，という要因が関与してくる。
ある対象が「自動車」や「飛行機」という名前で表現される場合，この対象はそのような名称
の範疇に属するものとして分類されたことになる。こういった対象を指し示す場合ILは使用可
能であるがgaは排除される。
㈹　a．Hier，　j’ai　apergu　un　avion　dans　le　cie1．11　se　d6plaGait　lentement．
b．廓Hier，1’ai　apergu　un　avion　dans　le　ciel．　Ga　se　d6plagait　lentement．
ところが我々の言語使用の現場において，何らかの理由で，ある対象がどのような範疇に属する
のか明確でないこともある。このような対象を表現する言語形式として，フランス語では一般的
でニュートラルな名詞（《chose》《ob5et》《truc》など4））や比較構文（《comme．．．》《une　sorte　de．．》）
などが使われる。そういった対象を指し示すのに，ILはかなり不自然だが，　gaは問題なく使用す
ることができる。
Gの　a．PHier，　j’ai　apergu　m　objet（me　chose／un　truc）brillant（e）dans　le　cie1．11（Elle）se
d6Plagait　lentement．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
b．Hier，」’ai　apergu　un　objet（une　chose／un　truc）brillant（e）dans　le　cieL　Ga　se
d6Plagait　lentement．
0⑳　a．寧Hier，　j’ai　apergu　comme　un　6clair　dans　le　cie1．11　se　d6plagait　lentement．
b．Hier，　j’ai　apergu　comme　un　6clair　dans　le　cie1．　Ga　se　d6plagait　lentement．
㈲　a．串Hier，　j’ai　apergu　une　sorte　d’avion　dans　le　ciel．　Elle（11）se　d6plagait　lentement．
　　　hHier，　j’ai　apergu　une　sorte　d’avion　dans　le　cieL　Ga　se　d6plagait　lentement．
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
ﾈ上の考察から，次のような結論を導き出すことができる。すなわち，名詞によって導入され
た対象が，具体的で物質的な性質を持っており明確に認知されるものであるならばILで指示し，
このような性質を失えば失うほどgaの使用が要求されるようになる，ということである。
1、
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@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
以上は名詞の語彙的性質と対象の変化が問題であったが，今度は文脈や対話の進行過程を通じ
て関与してくる要因により，名詞の対象に変化が生じる場合を観察する。ここでも同じように，
名詞の対象が本来持っているはずの具体的で物質的な性質が何らかの理由で弱められたり，全く
別の対象を表すようになるとgaの使用が要求されるようになることが確認される。以下ではこ
のような例を二つばかり取り上げる。
（D次の例において，《une　voiture　d’occasion》という名詞句が言及する対象は時間的かつ空
間的に特定の位置を占める物体であり，「これこれしかじかの中古車」というふうに指し示すこと
ができる。そのため，個別性とでも呼び得る性質を帯びることになる。
@　　　　　　9　ρ
⑳　a．Hier，　j’ai　achet6　une　voiture　d’occasion．　Elle　roule　bien．
b．廓Hier，　j’ai　achet6　une　voiture　d’occasio肱Ga　roule　bie肱
これと対立するのが非個別的な，すなわち一般的な対象で，「中古車というもの」あるいは「中古
車一般」という言語形式で表現され得るものである。次の例では，⑳と同じ名詞句が動詞の時制
や法，その他の文脈的要因によって非個別的解釈を受けるようになる。そしてこのような対象は，
個別的なものに比べて本来持っているはずの具体的な性質が希薄なので，Gaによる指示が要求さ
れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電
鰍＝D串Moi　je　pr6f6re　acheter　une　voiture　d’㏄casio凱Elle　roule　bien．
b．Moi　je　pr6f6re　acheter　une　voiture　d’occasion．　Ga・roule　bien．
伽　a．串Tu　n’as　qu’a　acheter　une　voiture　d’occasiorL　Elle　roule　bien．
b．Tu　n’as　qu’a　acheter　une　voiture　d’occasio乱Ga　roule　bierL
（II）一般に人名の固有名詞はその名前を持った人間を指し示す。この意味で上述の具体性や物
質性を持った対象を導入することになる。したがって，次の例のように当該の人間が問題になっ
ている場合，ILによって指示することはできるがgaは使えない。
㈱a．Je　ne　rencontre　pas　Marguerite　Duras．　Elle　m’emuie．
h串Je　ne　rencontre　pas　Marguerite　Dura鼠Ga　m’emuie．
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ところが同じ人物が芸術家や思想家であるとき，文脈によってはその人物の芸術作品や思想体系
全体を表すものと解釈されることもある。この場合，gaの使用が可能になる5》。
ωJe　ne　lis　pas　Marguerite　Duras．　Ga　m’emuie．
どのような固有名詞がこのような用法を許すかは文化的背景や個人差を考慮に入れなければ一般
化できず，網羅的な研究は別稿に譲らなければならない。いずれにせよここで重要なのは，ある
種の固有名詞が上記のような転義用法を受け入れ，その場合言及される対象は物質性が欠如して
いるので，gaの使用が可能になる，ということである。
4．終わりに
gaが名詞以外の文法範疇で表された意味内容を受けることは最初に見たが，これがどのような
性質を持ているか考えてみると，文の表す出来事，動詞の表す動作や状態であることがわかる。
とすると，これは名詞によって導入されながらもgaで指示される対象とほぼ同じ性質を持って
いると考えて差し支えない。したがって，gaの指示する対象は，それを表現する文法範嗜とは無
関係に，抽象性や非物質性といった性質を持ったもの，と定義することができる。実際，gaに対
応する文法範疇を先行文脈に求めても，明確に言語化されていない場合も多い。次の例では，先
行文脈の言語表現を基にして，ある種の推論6》を働かさなければ代名詞の解釈ができない。
㈲Louise：Mais　je　t’aimais，　moi　aussi！Autant　que　tu　m’aimais．　Et　meme　plus，　la
preuve：tu　me　remplaces，　et　pas　moi．．．
R6mi：Ga　ne　tardera　pas．
　　　（Lθs”％ゐ46伽μ伽θZκ”らP．67）
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
[方，ILの指示する対象は，名詞によって導入され，かつ具体性や物質性といった性質をもっ
た実体と規定することができる。
もちろん，こういった二種類の対象の間に明確な境界線があるわけではなく，両者は連続的に
繋がっており，その中間に位置するものは二つの代名詞のいずれも受け入れることになる。
@　　　0
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註　　　　　　　　　　　　　　》
＊）　本稿の草稿段階でインフォーマントとして協力を惜しまれなかったJean・Marc　Sarale氏とChris一
tine　Lamarre氏に深く感謝する。なお，例文中の＊マークは当該の文が容認されないことを示し，？
はそれが完全に排除されるわけではないがかなり不自然であることを表す。
1）　CHEVALIERε’α乙（1964），　MAILLARD（1974），（1987），　TASMOWSKY・DE　RYCK　et　VER・
LUYTEN（1982），（1985），　CORBLIN（1987），（1991），　KLEIBER（1984），（1987），（1990）などを参照。
2）　CORBLIN（1987）の中の例文には《cela》が使われているが，筆者自身も断っているように，《ga》
に置き換えても大差ない。（7）も同様である。
3）　KLEIBER（1981）も同じく，派生名詞の特異な振舞いについて言及している。
4）　KLEIBER（1987）がこのような名詞，とりわけ《chose》の特殊な性質を詳しく論じている。
5）　PORQUIER（1972），東郷（1988）にも同様の指摘がある。
6）　指示と推論の関係については，山梨（1992）が詳しい。
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